直接縦断測量
　　　レベル縦断観測手簿より縦断計算、成果表の作成までを行います。
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――　縦断測量のデータを入力します。

――　縦断計算を行います。

――　計算結果を断面グラフィックスで確認します。

――　縦断測量各種結果の表示・出力を行います。

――　縦断測量の終了

１．データの作成

　　　観測手簿及び成果表のデータを入力します。
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――　観測手簿のデータを入力します。

――　入力した観測データの修正・出力を行います。

――　既に縦断計算が終わっている成果表のデータを入力します。

――　入力した成果表データの修正・出力を行います。

――　入力した成果表データを縦断結果ファイルへコピーします。

――　縦断データ作成の終了
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１．１ 観測手簿データの作成

　　レベル縦断測量 観測手簿のデータを入力します。

　　路線名

　　　路線測量の路線名等を入力します。　省略不可
　　　横断測量の路線名にも使用されます。
　　データの種類

　　　中心線データと連結、非連結をチェックで

選びます。

　　既知点データ

　　　路線（鎖部）番号は追加距離の小さい順に入力

　　　してください。　　整数３桁

　　　１路線（鎖部）の起・終点の標高を入力します。

　　区　間　　　１路線の往路・復路の順に入力してください。　　片道（往路）入力のみも可

　　　　　　　　　必ず、結合路線にしてください。（開放路線は不可）

往路において、路線の始まりは、（変化点の追加距離が必要になるため）測点からにしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　路線の終わりは、測点の１つ前の変化点までにしてください。
　　入力データ
　　地　点 － 測点名を入力します。（半角１３文字以内）

　　　　　・　中心線データを使用する場合

　　　　　　　　　測点名を１回クリック   　ＮＯ．１　　　　Ｇ　　　　　　測点の地盤高

　　　　　　　　　　　　　　　２回クリック　　　ＮＯ．１　　　　Ｔ　　　　　　測点の杭頭高

　　　　　　　　　　　　　　　３回クリック　　　ＮＯ．１　　　ＴＧ　　　　　　測点の地盤高と杭頭高が同じ   GT でも可

　　　　　　　　　　　　　　　４回クリック　　　ＮＯ．１　　  　         復路の測点名で使用します。

　　　　　　　　　　　　　　　５回クリック　　　ＮＯ．１　　　　Ｇ

　　　　　・　単独入力する場合

　　　　　　　　　測点名（半角１３文字） +　G　　 　　　測点の地盤高

　　　　　　　　　測点名（　　　〃　　　） +  T  　　　　測点の杭頭高

　　　　　　　　　測点名（　　　〃　　　） + TG 　 　　　測点の地盤高と杭頭高が同じ   GT でも可

　　　　　　　　　測点名（　　　〃　　　）　            復路の測点名で使用します。

　　距　離（変化点）　―　１つ前の測点（ＴＧのあるもの）からの放射距離
　　　後視・前視　　　 　―　レベルの観測値

　　　備　考　　　　　　  ―　構造物等の記号を選択します。　　　入力可

　　入力中　　表示されているデータは、修正が可能です。　修正したい行をクリックして修正してください。

　　　　　　　　修正を忘れた場合、「観測データ修正・出力」で修正してください。
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データを全て削除します。
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   復路のデータが無い場合、「空書き込み」してください。"

　　全ての路線（鎖部）を入力したら「終了」
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１．２－１ 成果表入力

　　既に縦断計算が終わっている成果表のデータを
入力します。

　　測　点　　半角１５文字以内
　　変化点　　追加距離と地盤高を入力します。

測点と杭頭高は「空欄」

　　杭頭高　　横断計算をする場合に必要　　　省略可
　　全て入力したら「書き込み」 で終了
１．２－２ 成果表修正・出力

入力した成果表データの修正・出力を行います。
１．２－３ 結果ファイルへコピー
入力した成果表データを「横断結果ファイル」へコピーします。
　　　　　　　　　これにより、縦断面グラフィック及び横断計算が可能になります。
　　「縦断計算」はパスしてください。
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２．縦断計算

　　　観測手簿データの縦断計算を行います。

　　　往復較差の目安となる制限を入力してください。
　　　「計算開始」で、入力した路線番号順に「計算結果」が表示され
ます。

　　　観測手簿の結果と照合してください。　違う場合は入力ミスが
考えられます。


３．縦断面グラフィックス

　　　計算結果を断面グラフィクスで確認します。


４．各種結果表示・出力

　　　縦断測量、各種計算結果の表示・出力を行います。

　　　４－４．罫線付き成果表「出力」上の注意
　　　　　　　　・印刷の行の間隔を「通常間隔」にしてください。
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